
神戸市シルバーカレッジ 講義概要（シラバス） 

コース 

専 攻 
国際交流・協力コース 対象学年 ２ 年 

講義日 令和 8 年 6 月 30 日（火） 

テーマ ブラジル社会と政治経済 

講 師 浜口伸明（神戸大学経済経営研究所・教授） 

講義内容 

１． ブラジルとはどんな国か 

広大な国土と地域・民族・文化の多様性を紹介します。是非行ってみたい美しい景観、ダイナ

ミックな自然、親日的な人々について勉強しましょう。また、主に神戸が送出港となって、戦前

戦後を通じて２５万人が日本から移住し、現在１９０万人とされる外国では最大の日系人社会

を有するブラジルは「遠くの親戚」でもあります。ブラジルと日本、神戸の関係についても考え

てみましょう。 

２． ブラジルの社会と政治経済 

豊かな天然資源に支えられた多民族社会ブラジルと、同質的な労働力で経済発展を成し遂

げてきた日本は対極にあると言えるかもしれません。農業、金属資源、エネルギー資源などで

ブラジルが持っている高い経済的ポテンシャルとともに、多様であるがゆえに生じる格差社

会の現実の苦悩をひも解きます。アマゾンの森林破壊が教える経済開発と環境保全の対立

についても考えてみましょう。 

講師からのメッセージ 

ブラジルは日本から３０時間もかかるので気軽に訪れることは難しいですが、神戸と縁の深

い所でもありますので、この講義を通じて少しでも身近に感じていただければ幸いです。 

 



神戸市シルバーカレッジ 講義概要（シラバス） 

コース 

専 攻 
国際交流・協力コース        対象学年 2 年 

講義日 令和 8 年 6 月 26 日（ 水 ） 

テーマ 
ミャンマー難民との共生を考える―ドキュメンタリー映画「OUR LIFE」制作の背

景を通して 

講 師 国際ファッション専門職大学／京都大学東南アジア研究研究所 直井 里予 

講義内容 

ねらい：本講義では、講師本人が制作した難民に関するドキュメンタリー映画の参考上映と

ディスカッションを通し、国際協力や難民の支援活動について理解を深めます。 

 

内容： 

① 国際問題の根源的要因を深く考察する。（ミャンマーの少数民族問題を事例に、紛争の

歴史的背景を理解する） 

② 難民キャンプにおける国際 NGO（ボランティア）の役割を理解する。 

 

東南アジアは、多様な民族、宗教、文化で構成されています。その多様性を共存させつつ、民

族や宗教の抗争や貧困など、多くの問題も抱えています。このような多様性の中で、人々は

どのように社会で関係性を形成し、維持しているのでしょうか。また、人々の日々の生活を支

える地域の諸問題を解決するには、どうすればよいのでしょうか。 

本講義では、タイ・ミャンマー国境に位置する難民キャンプで生まれ育ったミャンマー難民の

少年とその家族の生きざまと心の軌跡を 10 年間に渡り描いたドキュメンタリー映画『夢の終

わり―OUR LIFE 2』を通して、ミャンマー難民は、難民キャンプの変化とどのように関わりな

がら生き、第三国定住地でどのような社会関係を形成しているのか、また、国際 NGO 団体

の活動内容を紹介しながら、難民キャンプにおける NGO の役割に関して考察します。 

さらに、２０２１年 2 月１日のミャンマーで発生した軍によるクーデターが、難民の帰還にどのよ

うな影響を与えたのかを考察しながら、ミャンマーの現状を難民問題の視点から議論します。 

講師からのメッセージ 

映画の上映の後は、各グループにわかれて、ディスカッションと発表を行います。日本におけ

る難民の受け入れ政策や難民支援の在り様など、皆さんと一緒に考えていければと思いま

す。 

 



神戸市シルバーカレッジ 講義概要（シラバス） 

コース 

専 攻 
国際交流・協力コース 対象学年   ２年 

講義日 令和 8 年 6 月 5 日（金） 

テーマ 国際関係の歴史 

講 師 同志社大学政策学部教授・神戸大学法学部名誉教授 月村太郎 

講義内容 

 

 新型コロナウィルスのパンデミックやロシアによるウクライナ侵攻、米国によるイラン空爆な

ど、最近の国際関係は急激に変化しているように感じられるかもしれない。しかし新型コロナ

と中世のペストや第一次世界大戦に伴うインフルエンザの流行、米ソの動きとふたつの世界

大戦とを比較するならば、我々を取り巻く国際関係の急変も相対化できる筈である。特に、ウ

クライナ侵攻に際してのプーチンの言動、そして当事者であるウクライナ抜きの停戦の動き

は、1938 年のチェコスロヴァキア危機におけるヒトラーの言動、当事者抜きで英仏独伊によ

る解決を図ったミュンヘン会議を彷彿とさせるのである。身近な個人的経験を絶対化せずに

相対化することは、我々に最も必要とされる姿勢のひとつである。その為にも歴史に学んで

いきたい。 

本講義においては、こうした現在の政治的事件の相対化を試みた後、19 世紀以降、最も

大きな変動を経験した地域である「バルカン」を事例に、近代以降の我々がどのような歴史を

刻んできたかを紹介する。「バルカン」は、ロシアが進出を試みてきた地域であり、それが第一

次世界大戦までの最大の国際問題である「東方問題」の背景にある。ロシアが西方に進出す

る動きはウクライナ侵攻にも共通することであり、「東方問題」は現在も重大な事案として存

在し続けているのである。 

こうした歴史を学ぶことで、ユーラシアの東端に位置する島国に住んでいるいまの我々を

相対化することを試みて欲しい。 

講師からのメッセージ 

 講義において浮かんだ疑問や感想はそのままにせずに、講義の終わりに設ける時間帯に講

師にぶつけて下さい。 

 



神戸市シルバーカレッジ 講義概要（シラバス） 

コース 

専 攻 
国際交流・協力コース 対象学年   ２年 

講義日 令和 8 年６月 4 日（木） 

テーマ 国際関係の現在 

講 師 同志社大学政策学部教授・神戸大学法学部名誉教授 月村太郎 

講義内容 

 

冷戦終了以降の国際関係の傾向は、グローバル化として纏めることができると思われてき

た。グローバル化の特徴に関する定義は論者によって多様であるが、少なくとも越境する「ヒ

ト・モノ・カネ・チエ」の増大については、殆どの論者が特徴としている。その最たる例が、新型

コロナウィルスのパンデミックであった。そうした定義に則るならば、近代以降の歴史は常に

グローバル化が底流にあったと言うこともできるのである。しかし最近は、グローバル化（の

行き過ぎ）に対する反作用として、政治的主権に有する主権国家による「反撃」が目立ってき

た。その端的な例が、プーチン露大統領が 2022 年 2 月に始めたウクライナへの侵攻であ

り、トランプ米大統領第二期政権が仕掛けた関税ディールであった。更にトランプ米大統領

は、2026 年 1 月にヴェネズエラに侵攻して大統領を拘束し、2 月にはイランを空爆して最高

指導者を殺害した。これらの動きは、第二次世界大戦後に自分たちが中心となって構築して

きた国家間の国際秩序を破壊する行為でもあった。同様な動きは、ソ連によるハンガリー侵

攻（1956 年）、チェコスロヴァキア侵攻（1968 年）、アフガニスタン侵攻（1979 年）、米国に

よるグレナダ侵攻（1983 年）、パナマ侵攻（1989 年）など、冷戦時代にも起きてきたが、いず

れも冷戦構造における自己の勢力圏の防衛が主たる目的であった。昨今の軍事侵攻は、必

ずしもそうした文脈では説明できず、グローバル化を前提にしないと説明できない。 

グローバル化をめぐる国際的な現象について、皆さんと一緒に考えてみたい。 

講師からのメッセージ 

 講義において浮かんだ疑問や感想はそのままにせずに、講義の終わりに設ける時間帯に講

師にぶつけて下さい。 

 



神戸市シルバーカレッジ 講義概要（シラバス） 

コース 

専 攻 
国際交流・協力コース 対象学年 2 年 

講義日 令和   8 年   5 月  15 日（ 金 ） 

テーマ 中国の社会経済 

講 師 梶谷 懐（神戸大学教授） 

講義内容 

 

中国経済は不動産バブルの終焉と消費の落ち込みで経済が低迷する一方、EV、太陽光

パネル、リチウムイオン電池などの新興産業はその輸出攻勢でグローバル市場を席巻してい

るというアンバランスな状況にあります。さらには、第２期トランプ政権における米国の保護主

義的な政策が、中国経済の不確実性を一層高めています。本講義では、中国経済を語る際

に不可欠な政治・社会的な前提知識について簡単に解説した後、不動産不況を背景とした消

費需要不足と生産能力過剰を抱える中国経済の現状と今後の見通しについてお話ししま

す。 

講師からのメッセージ 

 参考文献として、梶谷懐・高口康太『ピークアウトする中国：「殺到する経済」と「合理的バブ

ル」の限界』文春新書、2025 年、を挙げておきます。 

 


